
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

●原子力発電の今後のあり方 化石燃料による発電の今後のあり方 
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エネルギー転換調査（札幌地域における持続可能なエネルギー利活用調査）                          【事業者アンケート調査結果】 平成 23 年 12 月 環境局環境都市推進部 

■アンケート調査の概要 

１．アンケート調査の目的 ２．対象者及びサンプル数 

・ アンケート対象者は、民間のデータベースにより、札幌市内の 600 事業所を無作為に抽出しました。また、温室効・ 東日本大震災により国のエネルギー政策の転換が予想されるなか、原子力発電に依存しない社会を目指
果ガスを相当程度多く排出する（事業所のエネルギー使用量合計が 1,500kL/年以上）札幌市内大規模事業所 100し、省エネルギーの推進や代替エネルギーとしての再生可能エネルギーの普及を進める必要があります。
事業所を抽出しました。 

また、ライフスタイルを見直し、新しい生活の在り方についても再構築することが求められています。こうし
３．調査方法 たことから、市民や事業者の省エネルギーや再生可能エネルギー導入についての意識を把握することによ

・ アンケート調査は、アンケート調査票を回答者に郵便にて送付する郵送法により実施しました。回答者には、質問り、市のエネルギー分野における施策に反映することを目的とします。 
に対する回答を回答用紙に直接記入していただき、回答用紙を委託先に返信していただいています。 

・ 本紙は単純推計のみを行った速報版です。今後、詳細に検討した資料を作成・公表する予定です。 
４．実施時期 

・ アンケート調査の実施時期は、平成 23 年 11 月 11 日に発送し、同月 30 日を締め切りとしました。 

■事業者アンケート調査結果の概要（１）                   有効回答数：176 サンプル ■大規模事業者アンケート調査結果の概要（１）               有効回答数：59 サンプル 

１．これからの電力供給のあり方について １．これからの電力供給のあり方について 

〔今後の電力供給のあり方〕 〔今後の電力供給のあり方〕 

●原子力発電の今後のあり方 ●化石燃料による発電の今後のあり方 ●
0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

0%
7% 0%0% 24% 69%① 2～3年後 4%① 2～3年後 8% 45% 42% 2～3年後 15% 63% 15% 5%
0% 0%1% 2%

0%10% 55% 24% 10% 0%② 10年後 55% 45%4%② 10年後 30% 49% 14% 38% 39% 14% 5%② 10年後 
0% 0%4% 4%

34% 31% 17% 17%③ 30年後 10% 62% 17% 10%③ 30年後 
③ 30年後 64% 16% 10% 8% ③ 30年後 15% 40% 23% 12% 10% 0%

3%
不要 縮小 維持 拡大 わからない 不要 縮小 維持 拡大 わからない不要 縮小 維持 拡大 わからない 不要 縮小 維持 拡大 わからない

●再生可能エネルギーによる発電の今後のあり方 ●再生可能エネルギーによる発電の今後のあり方 
・ 原子力発電は、2～3 年後は「維持」し、10～

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%
が高くなっています。 30 年後に「不要」「縮小」の割合が高くなって

2%
0%① 2～3年後 ・ 化石燃料による発電は、2～3 年後は「維持」 います。 22% 71% 4% 17%① 2～3年後 0% 79% 3%

1% し、10～30 年後に「不要」「縮小」の割合が高く ・ 化石燃料による発電は、2～3 年後は「維持」

なっています。 し、10～30 年後に「不要」「縮小」の割合が高2% 0%② 10年後 7% 89% 97%② 10年後 
0%
%
3%

1% ・ 再生可能エネルギーによる発電は、今後「拡 くなっています。 2%

97%大」の割合が高くなっています。 ・ 再生可能エネルギーによる発電は、今後「拡③ 30年後 
0%

0%8% 84% 6%③ 30年後 
1% 0% 

3%

大」の割合が高くなっています。 
不要 縮小 維持 拡大 わからない不要 縮小 維持 拡大 わからない

〔経済的負担増の許容範囲〕 〔電力消費の方向性〕 〔経済的負担増の許容範囲〕 〔電力消費の方向性〕 
今後の事業活 今後の事業活 ・ 最も多い回答は、「事業活持する」と回答した方今 後の事業活 今後の事業活

30%以上20%～30% 動を維持する20%～30% 動を高める30%以上 動を維持し、消費電力を動を維持する動を高める 約 61％でした。 ･再生可能エネルギ エネルギ0.0% 50%1.1% 0.0% 50%1.7% わからないわからない 61% 維持する」であり、回答者・ 最も多い回答は、「事 に伴う経10%～20% 6.3% 10.3% の約 27％です。 5% 8% 10%～20%4.6% 担 増 は 、 3%
・ また、「事業活動を高め、6.9%力を維持する」であ「許容できない」が 20%17%きない」が
消費電力を維持する」と回19% 回答者の約 39％で28.7％となってい 7%負担増は許 なっていま 答した事業者が約 23％、・ また、「事業活動をますが、約 65％の 39%容できない 27%41％の方7% 23% 「事業活動を維持し、消費28.7% 負担増は許

の多寡は5%～10% 容できない 3% 電 力 を 減 少 す る 」 が 約5%～10% る」と回答した事業者はありますが「許
17.2% 48.3% が「許容で29.9% 20％いました。 約 2 割いました。 容できる」となって

っていま5%以下 います。 



  

 

■事業者アンケート調査結果の概要（２）                   有効回答数：176 サンプル ■大規模事業者アンケート調査結果の概要（２）               有効回答数：59 サンプル 

２．事業所での省エネルギーの取り組み状況 について ２．事業所での省エネルギーの取り組み状況 について 

〔省エネ活動によるエネルギー削減の可能性〕 〔省エネ活動によるエネルギー削減の可能性〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19% 42% 29% 6% 0%電気 3% 0%電気

0%1% 9% 22% 36% 4% 28%ガス ガス

0%
燃料1% 11% 36% 32% 7% 13%燃料

自動車燃料6% 10% 25% 40% 4% 16%自動車燃料

15%以上 10%程度 5%程度は ほとんど わからない 該当しない15%以上 10%程度 5%程度は ほとんど わからない 該当しない
削減できる は削減できる 削減できる 削減できない （使用していない）削減できる は削減できる 削減できる 削減できない （使用していない）

・ 電気については、「10％以上削減可能」の割合が約 24％、「5％以上削減可能」の割合が約 72％となっ・ 電気については、「10％以上削減可能」の割合が約 22％、「5％以上削減可能」の割合が約 64％となっ
ています。 ています。 

〔東日本大震災以降の省エネ“意識”・“行動”の変化〕 〔東日本大震災以降の省エネ“意識”・“行動”の変化〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0%86% 14%省エネに対する意識 省エネに対する意識 76% 24% 0%

86% 14% 0%省エネに対する行動
69% 31%省エネに対する行動 0%

積極的になった 以前と変わらない 消極的になった積極的になった 以前と変わらない 消極的になった

〔省エネ取り組み状況〕 〔省エネ取り組み状況〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

52% 29% 19%①照明の間引き
72% 21% 7%①照明の間引き

10%72% 18%②昼休み等での消灯、不要部分の消灯
7%②昼休み等での消灯、不要部分の消灯 83% 10%

20% 21% 59%③LED などの高効率型の照明器具に更新する
34% 45% 21%③LED などの高効率型の照明器具に更新する

④クールビズ・ウォームビズを実践し、
④クールビズ・ウォームビズを実践し、54% 26% 20% 79% 10% 10%冷暖房の設定温度を上（下）げる 冷暖房の設定温度を上（下）げる

15% 11% 73%⑤高効率型の空調・暖房機に更新する 25% 21% 54%⑤高効率型の空調・暖房機に更新する

34% 30% 36%⑥使用していない機器のコンセントを抜く 25%⑥使用していない機器のコンセントを抜く 25% 50%

⑦車の利用を控えて、公共交通機関等を利用する 24% 28% 49% 37% 37% 26%⑦車の利用を控えて、公共交通機関等を利用する

17% 19% 63% 59% 37%⑧エネルギー削減目標を掲げ、取り組んでいる ⑧エネルギー削減目標を掲げ、取り組んでいる 4%

常に実践している ときどき実践している ほとんど実践していない 常に実践している ときどき実践している ほとんど実践していない 

・ 「②昼休み等での消灯、不要部分の消灯」、「①照明の間引き」、「④クールビズ・ウォームビズを実践
・ 「②昼休み等での消灯、不要部分の消灯」、「①照明の間引き」、「④クールビズ・ウォームビズを実践

し、冷暖房の設定温度を上（下）げる」「⑧エネルギー削減目標を掲げ、取り組んでいる」などの取り組
し、冷暖房の設定温度を上（下）げる」などの取り組みが 50％以上で実践されています。 

みが 50％以上で実践されています。 
・ 全体的には、多くの事業所で、何らかの省エネの取り組みを実践しています。 

・ 全体的には、多くの事業所で、何らかの省エネの取り組みを実践しています。 
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3% 21% 48% 17% 10%

3% 31% 52% 7% 7%

7% 21% 34% 14% 24%

3% 3% 14% 21% 14% 45%



②太陽熱利用

98% 2%0%③風力発電 

83% 14%④雪氷熱利用

73% 25%⑤バイオマス熱利用・発電等 2%

50%⑦温度差エネルギー

73% 20%⑧燃料電池

75% 20%⑨天然ガスコージェネレーション

42%⑩小水力・マイクロ水力発電 

69% 25%⑪地熱発電 

3%

7%

5%

20%

5%

37%

■事業者アンケート調査結果の概要（３）                   有効回答数：176 サンプル ■大規模事業者アンケート調査結果の概要（３）               有効回答数：59 サンプル 

３．再生可能エネルギー等の導入状況 について ３．再生可能エネルギー等の導入状況 について 
〔再生可能エネルギー等の認知度〕 〔再生可能エネルギー等の認知度〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

98% 2%0%①太陽光発電 83% 16% 1%①太陽光発電 
・ 「⑭ＬＥＤ照明」、「①太 74% 21% 5% ・ 「①太陽光発電」、「③62% 31% 7%②太陽熱利用
陽光発電」、「③風力発 風力発電」、「⑭ＬＥＤ照81% 19% 0%③風力発電 
電」、「⑫次世代自動 明」、「⑫次世代自動

49% 44% 8%④雪氷熱利用
車」の認知度が高くなっ 車」の認知度が高くなっ

36% 51% 13%⑤バイオマス熱利用・発電等
ています。 ています。 63% 28% 8%⑥廃棄物熱利用・発電等38% 42% 20%⑥廃棄物熱利用・発電等

・ 一方で、「⑦温度差エネ ・ 一方で、「⑩小水力・マ
17% 34% 48%⑦温度差エネルギー

ルギー」、「⑩小水力・マ イクロ水力発電」、「⑦
35% 45% 20%⑧燃料電池

イクロ水力発電」、「⑨ 温度差エネルギー」の
26% 30% 44%⑨天然ガスコージェネレーション

天然ガスコージェネレー 認知度は低くなってい
18% 23% 59%⑩小水力・マイクロ水力発電 

ション」の認知度は低く ます。 
44% 48% 8%⑪地熱発電 なっています。 

86% 14%⑫次世代自動車 0%78% 22% 0%⑫次世代自動車
66% 24% 10%⑬高効率給湯・暖房機35% 41% 24%⑬高効率給湯・暖房機

98% 2%0%⑭LED照明 0%87% 13%⑭LED照明 
内容を 知っていた 名前は 知っていた 知らなかった

内容を 知っていた 名前は 知っていた 知らなかった

〔再生可能エネルギー機器等の導入状況〕 〔再生可能エネルギー機器等の導入状況〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12% 88%①太陽光発電1% 99%①太陽光発電
0% 100%②太陽熱利用②太陽熱利用 0% 100%
2% 98%③小型風力発電③小型風力発電 0% 100% ・ 約 3 割弱の事業所で ・ 約 5 割の事業所で「⑩0% 100%④ペレット暖房0% 100%④ペレット暖房 「⑩ＬＥＤ照明」が導入 ＬＥＤ照明」が導入され0% 100%⑤薪ストーブ⑤薪ストーブ 2% 98% されています。 ています。 15% 85%⑥天然ガス等ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ⑥天然ガス等ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ 2% 98%
2% 98%⑦燃料電池⑦燃料電池 1% 99%
9% 91%⑧次世代自動車10% 90%⑧次世代自動車
8% 92%⑨高効率給湯・暖房機⑨高効率給湯・暖房機 6% 94%

52% 48%⑩LED照明⑩LED照明 27% 73%

導入している 導入していない 導入している 導入していない

〔再生可能エネルギー機器等の導入意向〕 〔再生可能エネルギー機器等の導入意向〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31% 47% 22%19% 58% 23% ①太陽光発電 ①太陽光発電 

17% 45% 38%12% 60% 28% ②太陽熱利用②太陽熱利用

22% 55% 22%③小型風力発電 8% 62% 31%③小型風力発電 ・ 約 9 割弱の事業所で・ 約 7 割弱の事業所で
7% 72% 21% 「⑩ＬＥＤの照明」の導④ペレット暖房④ペレット暖房 4% 68% 28% 「⑩ＬＥＤの照明」の導
7% 74% 19% 入意向が高くなってい入意向が高くなってい ⑤薪ストーブ ⑤薪ストーブ 3% 72% 24%

⑥天然ガス等ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ ⑥天然ガス等ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ ます。 ます。 31% 40% 29%5% 60% 35%

19% 42% 39%⑦燃料電池 8% 60% 31%⑦燃料電池 

24% 48% 28%⑧次世代自動車40% 43% 17%⑧次世代自動車

37% 32% 32%⑨高効率給湯・暖房機 31% 45% 24%⑨高効率給湯・暖房機 
88% 7% 5%⑩LED 照明68% 21% 11%⑩LED 照明

導入したい 導入する予定はない わからない 導入したい 導入する予定はない わからない 
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28% 22%


